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チャレンジ 学生たちによる海洋へのウェーブは、世界中の学生による大

規模な動員を生み出したグローバルな共同イニシアチブで、 年までに海の ％を

保護するという重要な「 」世界目標に焦点を当てています。

海洋保護区（ ： ）は、海洋保全のための最も強力で効果

的な手段の一つです。しかし、現在、世界の海洋のうち何らかの保護下にあるのはわ

ずか であり、さらにその中で厳重または完全に保護されているのは に過ぎませ

ん。さらに、 の範囲は拡大していますが、効果的に管理されていない地域もあり

ます。各国に対して の数や規模を増やすよう促すだけでは不十分であり、確立さ

れた枠組みを実行し、既存の区域をより効果的に管理するための具体的な対策も緊急

に求められています。

国連子どもの権利条約および欧州連合基本権憲章によれば、子どもには自分の意見を

自由に表明する権利があります。彼らの声は真剣に受け止められ、彼ら自身やその将

来に深く関わる問題について議論し決定を下す際には、十分に考慮されるべきです。

すべての子どもたちの未来は健全な海にかかっています。そして、世界のリーダーが

海の未来に影響を与える重要な決断を下す際には、子どもたちの関心や意見も考慮さ

れなければなりません。

この取り組みと書簡を通じて、学生たちは自らの決意を示し、国連加盟国に対し、ク

ンミン・モントリオール生物多様性枠組のもとで重要な 目標の達成を促し、よ

り健全な海とより良い未来へと前進しています。

年 月までに、 チャレンジは、すでに か国 校で 人の生徒

を動員しています。これは、海洋リテラシーに取り組む幅広い国際パートナーのネッ

トワークによる協力の成果です。多くの学校や先生方が、これらの若いチェンジメー

カーたちに海洋保護区についてさらに学び、同世代とこのテーマについて話し合い、

最も重要だと考える つの海洋保護区の利点に投票するという民主的なプロセスに参加
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する機会を与えてくれました。学生たちは、海洋保護区の利点を、環境的・社会的・

経済的な側面すべてにおいて、次の順で高く評価しました。

海洋生物と生物多様性の保護 票

生息地の回復 票

健康とウェルビーイング 票

気候変動と闘う 票

沿岸保護 票

観光と地域経済 票

漁業へのメリット 票

文化遺産の保存 票

参加した学生の ％が次の訴えに同意しました：

「私たちはここに、健全な海と持続可能な地球に基づく未来を主張し、すべての国

連加盟国に対し、私たちの訴えを受け止め、大胆かつ即時の行動を起こし、海洋保

護区の設立を通じて、効果的な国内・地域・世界規模の取り組みに全力を尽くし、

目標に関する具体的な決定を推進することを強く求めます。

私たちはまた、海に関する意思決定の過程において、私たちの集団としての声が聞

かれ、考慮される権利を主張します。

今こそ海洋保護に行動を起こす時です 目標に真剣に取り組むことで、私たち

全員とこれからの世代の未来を守ることになります。

海を守り、未来をつくろう！

参加者たち、

国、学校、投票した生徒数：


